
 

 

みんなで『基本構想案』を確認しよう！～ 【全体取りまとめ結果】 

■将来像 

 
共感 

できる 
共感し

にくい 
分から

ない 
主なご意見 

「あなたが笑い わたしも笑う 

幸せが生まれるまち」 

しずくを恵みに、 

未来を楽しむ米原びと 

15 4 3 

・いろんな人が関わって笑顔になるイメージで
良いと思う 

・米原市以外でも使えそう 

・市が「本気で取り組みたいこと」が伝わるよ
うに！ 

・どこから「しずく」という表現が出てきたの
かわからない 

・「しずく」が何を指しているかが分かりづら
い 

■将来像を実現するために大切にしたい姿勢（分野ごとの政策） 

 
共感 

できる 

共感し

にくい 

分から

ない 
主なご意見 

【子ども・教育・人権】 

ひとの〝⽣きる〟を 
みんなで優しく育みあう 

15 4 3 

・「将来像」と「姿勢」のつながりがかんじら
れるようにしてほしい。分野ごとからボトム
アップで将来像の実現が感じられるようにな
るとよい 

・優しいだけでなく、しなやかな強さ、たくま
しさを育むことも重要 

・現状、子どもを取り巻く環境はしんどいもの
がある 

【福祉・防災】 

〝⾃分ごと〟として備え、 
みんなで⽀え合う 

17 2 3 

 

【自然・環境】 

豊かさを感じ、 
⾃然のバランスをととのえる 

20 2 0 

・現状では、自然や環境に対して何もできてい
ないので乖離を感じる 

・個人的な感覚では、自然・環境はあまりなじ
みがないため共感しにくい 

【産業・経済】 

恵まれた⾵⼟を楽しみ、 
にぎわいとなりわいを⽣み出す 

19 2 1 

・企業誘致で地域活性化できる？地元企業の活
性化・育成が大事では？ 

・「産業・経済」の分野で「風土」の言葉を用
いることに違和感がある 

・子どもを預けて働くことが前提となっている
ことに違和感がある 

【暮らしの土台】 

まちと暮らしをともに⽀え合い、 
安⼼を灯し続ける 

19 2 1 

 

【協働・地域経営】 

まちの明⽇をつむぐため 
⼿と⼿をつなぐ 

20 1 1 

・個人的な感覚では、協働の意識や取り組みに
あまりなじみがないため共感しにくい 
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『大切にしたい姿勢』のもと、『将来像』を実現するために取り組むことで見えるミライ 【3/8 取りまとめシート２】 

■将来像を実現するために大切にしたい姿勢（分野ごとの政策）」 

 

 
 

■幸せが生まれる 2037 年の米原の姿（ミライ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

④福祉（地域福祉/生活困窮/高齢者福祉・障がい福祉） 
 

【子ども・教育・人権】 【福祉・防災】 

①こども・若者（子育て支援/青少年・若者応援） 
 

②教育（就学前・学校教育/家庭・学校・地域連携/生涯学習/歴史文化/スポーツ） 
 

⑤健康・医療（健康づくり/保険/医療） 
 

ひとの〝生きる〟を 
みんなで優しく育みあう 

〝自分ごと〟として備え、 
みんなで支え合う 

 

③人権（人権/男女/多文化） 
 

 

⑥防災・安全（防災/消防/交通安全/防犯） 
 
 

いずれ子どもが

地域に帰ってく

るまち（Uターン） 

子ども・若者の成

長、転入をみんな

で歓迎する風土 

夢をあきらめな

くてもいいまち 
１人１人に地域
に安心できる場
がある 

精神障害のある人や
家族が、近隣住民に
気をつかわず安心し
て暮らせ、あたり前
にコミュニケーショ
ンできる環境づくり 

高齢者にもやり
がいのある仕事
があるまち 

赤ちゃんからお年
寄りまでが交流で
きる場が多くある 

高齢者が活躍
できる 

高齢者も働ける
場所の提供 

米原市に生まれ

て良かったと実

感できる 

米原・近江は郷土

愛・自己肯定感を

大切にしつつ従

来型教育を継続 

自らが学び 

学習する 

子どもが 

多いまちになる 

遊具の 

ある公園 

子どもの思いが
大事にされる 

生きる、暮らすこと
に直結する学びの
場がある 

不得意をなくす

のではなく、得意

なことも伸ばせ

る環境 

いろんなスポーツを 

気軽に体験、 

経験 

できる未来 

老若男女 

全ての人が互いに 

リスペクトを 

外国人への 

理解を！ 
多様性が 

認めあえるまち 

外国ルーツの人も
大活躍できる 

１人が 

大事にされる 

（マジョリティ

の意見も） 

多世代 
交流が 
あたり前 
される側が 
ささえあい 

“自分のことだ
け”でなく、“皆の
ため”をベースに
する 

福祉と防災まと
める、乱暴では？ 

福祉と防災は別
の問題！ 

自ら運動し健康
に気をつけ長生
きできるまち 

今ある自然環境
が健康づくりに
活かされている 

ウェルネスシティ
まいばら 

スローシティ
まいばら 

オーガニック推
進！安全な食習
慣、生活習慣をひ
ろめ、病気になら
ないまちづくり 

医療を必要とし
ない身体 

各自に最適な方
法が選べる 

障害者だけでな
く、働き方を選び
たい人が、週３～
４等の働きがで
きる。（そういう
場所がたくさん
ある） 

弱い人が「助けて
もらえる」と安心
できる 

女性の一生のライフ
イベントを支えられ
るクリニックがあ
る。（若者～出産～更
年期まで） 

誰もが安心して災
害に備えられる 

有事のときに助け
合える地域（まち） 

伊吹の災害から
の学びを活かし
ている。 

地域での防災教育
の充実 

今は治安いいけ
ど今後は？防犯
対策の強化 

これから家を建
てる人は「わが家
が避難所」になる
仕組みを 

災害発生時にも対
応可 

 

 

防災よりで福祉
感が薄い 

一緒になってい
ることについて
違和感がある 

「みんなごと」 
自分ごとではや
さしくない 

☆ 
数学による 
見える化 
健康・医療福祉 

☆ 

若者のコミュニ

ティがある 

子どもたちが将来

やりたい仕事が米

原市でできる 

元気な 
お年寄りが 
多い！ 

生涯 

現役 

 

ミライの姿 

ミライの姿 
ひたすら安全 

自分の身を守る知
恵を学ぶ 

自分で、家庭で、
地域でできるこ
と、できないこと
が分かっている 

防災教育の充実 防犯対策の強化 

ミライの姿 

攻める！先進的な教育環境の充実 

教育移住がない
と廃校になる 

公立のオルタナ
ティブスクール
をつくり「教育
移住」 

生活体験の 

充実 

強めに！ 

教科書を 

必要としない 

学習 

山東・伊吹はシュタ

イナーなど特殊な

教育、専門性の高い

教育、個性重視の教

育に特化 

フリースクールや

引きこもりに対応

できる教育環境を

全国どこよりも充

実させる 

オルタナティブ
教育を公教育に 
積極的にとり入
れる AI に取って変わ

れない「生きる
力」教育を職能
支援など 

技術を高める 

専門職 

を高める 

全国の先陣を切る

くらいの突き抜け

た（ただし、もちろ

ん子どものために

なる）教育改革 

子どもが、自分で考
えることが楽しいと
思える選択肢の多い
学校環境がある 地域での活動を

通し、自分が大事
にされる 

学びたいことが 

学べる 

学ぶことの楽しさ
を感じる機会が多
い 

教育移住 

ミライの姿 

郷土愛・自主性 

全体のミライの姿 

夢の実現 

子どもの夢の 

実現を応援 

できるまちに 

大賛成 
学童が、地域の人
が集まれる複合施
設になっている 

子どもの権利が

守られる（そのた

めに保護者の権

利も守られる） 

自ら考え自立す

る子どもが育っ

ている 

自分の身体感覚 

で行動を選びと

れる子 

経済的な負担減
（子育て） 

支えを必要と

しない子育て 

支え 

安心できる場 

仕事 ミライの姿 
多世代の交流の機会・場 

年齢を感じさせ
ない環境 

子どもから高齢
者までが、ふれあ
う機会が多い 

ミライの姿 
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個人商店ががん
ばれるまちに 

 

 

 

地域ごとにエネ
ルギーを確保 
小水力発電など 

のり弁みたいな太
陽光発電はＮＧ 

 

【自然・環境】 【産業・経済】 

⑦自然・脱炭素（自然環境/再生可能エネルギー） 
 

⑧環境（生活環境（ごみ・リサイクル）/衛生） 
 

⑨産業（ものづくり産業/起業・複業/農林水産業） 
 

⑩経済（シティセールス/観光/商工業/雇用/労働/定住促進） 
 

豊かさを感じ、 
自然のバランスをととのえる 

恵まれた風土を楽しみ、 
にぎわいとなりわいを生み出す エネルギー自給

したい 

土地の多様な有効
活用が進む 

市内全ての小中学校
で、米原市の自然を
守るための授業が行
われている 

野生動物との共
存 

子どもが山、川、
外であそんでいる 

誰かが何かをしてい
る。市民のみならず興
味のある方も含めて
（環境に限らず全分
野で大事なこと！） 

伊吹山の緑を取
り戻す 

安心して入れる
伊吹山 

伊吹山の水循環
を「大地の再生
🄬🄬」で再生！ 

木、森（山）、川
が保全されたま
ち 

竹林整備→竹炭
→田畑や庭・公
園・道路などに
まく→炭素固定 

里山の○里をみん
なで守ろう 

太陽光発電はや
めて、もとに戻
す！！ 

太陽光発電パネ
ルはやめる！ 

田畑、山と生活が
結びついている。
やりたい人（移住
者とか）がきちん
と活用している 

ごみが落ちてい
ない町に！ 

生ゴミは各家庭で
完全に処理でき
る、知識や道具が
そろっている 

分煙化されたま
ちに！ 

物々交換などの
仕組みが、今よ
り充実している 

ほぼ循環社会。
廃棄物が資源 

モノの寿命が長
くなり、循環す
る 

「ゆっくり」「て
いねい」「てづく
り」を大切にする
暮らし＝スロー
シティ！！ 

ごみ、リサイクル
に対する問題意識
が“自然を守りた
い”という思いか
ら生まれ浸透して
いる 

空き家を利用した
民泊事業が発展
し、インバウンド
を含む、観光業と
しても成り立って
いる 

ニッチ、起業し
やすい 
隠れた産業によ
り光を 

多様な人が働け
る、多様な職場が
ある 

若い人があこが
れを持って仕事
を求めてやって
くる 

若い人がどん
どん起業する
ことができる 

米原駅という立地
を活かした人集め
ができる 

スモールビジネ
スがたくさんあ
る 

農業でしっかり
稼げる環境を 

米原市○初食のレ
ストラン、地産
地消 

周辺自治体と連携
して、滋賀全体を
盛り上げる 

特化型の定住
促進 

米原駅に多くの
お店があり、人々
が集まる 

ひとり勝ち 

× 
ダメ 

シンボルマーク 
シンボルを大きくつく
る（米原が目指すまち
づくりを分かりやすく
モニュメントなどのシ
ンボルで表現） 

子どもを預けたくなくなるまち！！子育てが
辛くない、孤独でない、専門家（保育士）にお
任せしなくても楽に育てられる！ 

米原駅にシェア
オフィスを 

緑豊かな伊吹山。
登山が気軽に楽
しめる 

伊吹山 

森、竹林、草原は「お荷
物」ではなく特産品を生
んだり遊んだりできる。
ロマンいっぱい！ 

農地の保全 

耕作放棄地がな
い 

森林や農地の手
入れ、活用が上
手く行われる、
そんな住民が増
える 

森林・農地・自然環境
の保全と有効活用 

こどもの学び・遊びの機会と場 

自然エネルギー
にめっちゃ強み
がある。（もう脱
原発） 

集落ごとの小規
模発電設備が充
実している 

小水力で 

自給農をする人が
たくさんいる。そ
のための農地を借
りることが簡単に
できる 

里山の継承 

米原の再生可能エネルギーは小水力 

学校給食は 
「地産地消」 

子育て中、介護
中、空いた時間に
柔軟に働ける 

農 
業 

若者にとって 
魅力的な仕事 

アートや美術を
なりわいとする
人が、生活が成り
立つ街 

市内の全事業者で 
サプライチェーンを 
回して経済活性化 

小さくても個性が輝き 
強みになる事業所 

「アトリエ持つ
なら米原市」で移
住促進 

職人のまち。クラ
フトワーカーが
集まる、繋がる仕
組み 

域内調達 

地域の特性に合った
産業の活性化 

高リサイクル社
会（江戸時代の
ような） 

エコシステムの確立 

マニアが集まる
街、オンリーワ
ン 

生活に困らない
稼ぎがある 

無理に働かなく
ても生活できる 

何かの「聖地」
となって人を呼
び込む！ 

伝統産業をブラッ
シュアップして… 

子どもを預けたく
なくなるまち！！
子どもを長時間あ
ずけて働かなくて
も暮らせるまち 

長時間、体にムリ
して働かなくても
そこそこ暮らせる
まち 

個性輝く定住 

便利な田舎 新幹線利用客が、
米原駅で降りたく
なるような、体験
や、自然観光が、た
くさんある 

ウェルネス
ツーリズム 全国各地に

まいばらフ
ァンが！！ 

地球資源を（人
も含め）観光に
活かす 

魅力的な人が
いる！出合い
が観光になる 

個性を活かす観光 

経済とウェルビーイングの両立 

駅の近さを活
かし、研究に
特化したまち 

新幹線米原駅 



 

⑪暮らしの拠点（駅周辺活性化/拠点形成） 
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【暮らしの土台】 【協働・地域経営】 

 

 

⑫持続可能な都市基盤（都市計画/景観/公共交通/道路/上下水道） 

 

⑬協働（総働・共創のまちづくり/自治会支援/新たな支え合いの仕組みづくり） 

 

⑭地域経営（健全財政/公民連携/公共施設マネジメント/広報広聴） 

まちと暮らしをともに支え合い、 
安心を灯し続ける 

まちの明日をつむぐため 
手と手をつなぐ 

主要な市道を維持・整備する 
防災時に必要な道路も維持・整
備されている 

駅周辺だけではな
く、自分たちの生
活圏を大切に 

小さな村 
でもお店が 
ちゃんとある 

駅周辺を核に、
波状に人が増
えていく 

“量”よりも
“質”を重視した 
 まちづくりを 

米原駅周辺の再開
発が完了している 
↓ 

米原に行けば何で
もある状態に 

米原駅周辺
は、より広域
的な拠点とし
て機能してい
る 

米原駅周辺に商
業、医療など基盤
を集約する 
そこに行けばだい
たいある 

チャレンジし、 
起業できるまち 

昔に回帰する 

米原駅周辺は 
徹底的な投資 

それ以外は地域
特色にこだわる 

コンパクトシテ
ィを推進する 

地域に 
病院を整える 

あまり変わらない 

多地域居住の推進 
空き家をシェアハ
ウス化 

米原駅周辺の商業
施設と地元の小商
い事業者のマッチ
ングを支援する 

駅周辺の空き
家活用を補助
する 

北陸新幹線が敦賀から
米原に通っている 

新幹線駅をハブとした
新たな交通手段 
（自動運転タクシー） 

買い物、通院などで公共
交通を利用することが
普通という感覚になっ
ている 

全天候型の都市公
園を整える 
→子どもの遊び場
を確保する 

・選択と集中 

・誰一人取り残さな
いの両立 

道路や上下水道は
持続性を重視して
必要性を判断する 

道路・上下水施設の
効率化。 
維持しやすくする 

ビジネスとしてではな
く住民レベルでシェア
カー、シェアハウスな
ど、シェアリングエコ
ノミーが増えれば  

 

ライドシェアが普及し、
市民も、観光客も、移動
に困らなくなる。（ドライ
バーも市民の仕事のひと
つになる） 

自転車でどこへでも行
きやすい（自転車専用
道路、バスにそのまま
乗り込める。） 

どこに住んでいても、 
どこにでも気軽に行け
るようになる 

行きたい所へ気兼ねな
く行ける 

自治会 
→広域自治の形成 
仕組みづくり 

市民の知恵が行政
に反映されている 

保護者、地域も運
営にしっかり関わ
れるまち 

第三者（企業）もま
きこんだ地域の支え 

小規模でも維持できる
自治会のしくみができ
ている。若い人、子育
て世代も参画している 

学校を支える市民が
たくさんいる、コミ
ュニティスクール 

多世代が集まる複合
施設がそれぞれの地
域にある。（居場所） 

学区ごとの自治
組織に 

高齢者と若者で 
世代間ギャップ 
市役所で世代間
の橋渡しをする 

自治会合併 若い人が主体となる
自治会 

ゆるっとした自治会 

自治体が大きくなると連携
や調整がムズかしくなる 

自治会役員の負担低減 

自治会の中間支援
の仕組み（自治会
活動サポートマネ
ージャーの設置）
…補助金申請など 

市民活動センターの創設 

量ではなく質の
面で公共施設を
充実させる 

公共施設が快適
に使える 

残された住民が少ない
ため、役員の回転率が
早い問題 

ふるさと納税の
獲得推進 

生涯学習を大切
に 

既存公共施設が
有効活用されて
いる 

配布物のデジタル
化 

高齢者や親世代だけではなく、 
子ども自身の考え、 
思いを子ども自身からきく 

手続きの電子化と 
申請支援 

住み開き（個人宅を
地域の子どもやお年
寄りなどに開放） 

空き地・耕作放棄地な
どを地域公園に認定
して子どものあそび
場・プレイパークに 

調和・バランスが
大事！！ 

自然とまちの調和
がとれる仕組み 

ふるさと住民票
制度の導入 

 

ボランティア 
市民活動 
NPO 
を支える組織づくり 

◎米原駅を中心に維持・活性化と波及効果 

◎自分たちの生活圏で利便性を確保されている 

◎米原市における 

「コンパクト＋ネットワーク」 

人口減少の実態
に対応した効果
的なまちづくり

 

◎新技術などを用いて交通利便性が高い ◎ で実現したい 

◎インフラ施設の維持管理を効率化 

◎公共施設を有効活用、生涯学習（市民サービス）が充実 

◎DX 化が進んでいる 
◎子ども（次世代） 

の意見を大切にしている 

◎財源の確保 

（ふるさと納税） 

◎隣の自治会と連携している ◎もっと良い自治会になっている 

◎自治会合併は難しい 
◎市民主体の組織づくりや市民の活動拠点ができている 

◎共通する内容 


